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水稲直播研究会会誌

(第  23 ‐号 )

平成 18年 12月
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秋 田 米 総 合 支 援 対 策

施策の体系

H18～ H22

実施期間

施策の対象

域の担い手
等S・ A米シェア

★「おいしさ日本一」をめざし、秋田米
の魅力を100%引き出します。
★時代を先取りする「秋田スタイル」の
米生産体系を確立します。

生産振興対策

よる担い手

に

1等日米シェア80ヽ→60ヽ

一 般 農

流通・販売対策

★秋田米の生産・流通販売戦略の

推進拠点を設けます。
★秋田米の販路拡大をサポートしま
す。
★おいしい秋田米を提供する体制づ

くりに取り組みます。

★「ヤル気を応援」おいしい米づ〈
りなどに向けた意識を情勢
★「遅れをとるな」新たな需給調整
システムヘの円滑な移行を進めます。

需給調整対策

秋田米総合支援対策 (生産振興)

基本の3本柱 平成22年までに

農業試験場で開発した高品質・良食味
米生産技術を普及拡大し、一等StA米
生産拡大を推進

農葉試験場で確立した「いもち病・カメ
ムシ省力型防除体系」の浸透や「エコ

ファーマー」等の育成により環境に優し
い技術の普及面積を拡大

直播栽培のメリットが高い集落営農組
織等を対象に濃密指導を展開し、モデ
ル地区を育成するほか、夢プラン事業
や制度資金等を活用し、播種機の導入
を促進

対策の概要

おいしさ
1等 S・ A米のシェア
40%以上を確保

安全・安心
環境にやさしい技術普及面積
のシェア80%以上を確保

低コスト
直播栽培面積10,000haを達成

※1等S米 ～ 整粒歩合80%以上、
たんばく含有値62以下の米

※1等 A米 ～ 整粒歩合80%以上の米

※環境にやさしい技術
いもち病省力型防除法、エコファーマーに
よる栽培等
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対 策 の 概 要

●高品質凛良食味米生産技術の実証

農業試験場の実証試験で、高品質良食味米生産に影響している稲の有効な穂は、主茎
及び第3号から第6号一次分げつが主体であり、そのための栽培方法として、育苗全量
施肥密植栽培であることが判明しました。県では、現地実証を行い、県内への普及拡大
を計画しております。

分げつ発生次位・節位理論による高品質・良食味米安定生産マニュアル

1 強勢茎主体の穂数確保と有効茎歩合の向上
第3節 1次分げつ発生促進技術と第7節以降の1次分げつおよび2次分げつの発生抑制技術を各地

域の上壌や気象環境の違いにより組み合わせる .

第3節 1次分げつの発生促進技術

健苗の育成,適期田植え

側条施肥技術

第7節以降の1次分げつおよび2次分げつの発生抑制技術

最高分 |

3.登熟期間の栽培管理による品質低下の防止

登熟期間の適切な水管理による登熟の促進・適期刈り取りによる品質低下の防止

+
中干し(8.5葉期以降)
深水処理 (8.5～ 9.5葉期,水深
密植 (80株 /坪 )
曹苗箱全量施肥
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2.幼穂形成期の栄養診断による適正な籾数の確保

●いもち“カメムシ省力型防除体系の推進

農業試験場が開発した省力防除体系を推進します。

出穂期10日 後

ネオニコチノイド剤

①箱施用(Drオリゼ等)
②側条剤 (オリゼ顆粒等)
③水面施用剤(オリゼ粒剤)
※上 れかい

カメムシ

(1回 のみ )

穂いもち葉いもち

出穂期～7日 後
ラブサイド・ビーム等

ヽ育 苗 期

デラウス・

ウイン
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